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脱炭素経営のメリット
中小企業による

優位性の構築 光熱費・燃料費の削減

知名度や認知度の向上 社員のモチベーション向上

人材獲得力の強化 資金調達において有利

出典：環境省「中小規模事業者のための脱炭素経営ハンドブック－温室効果ガス削減目標を達成するために－」
（http://www.env.go.jp/earth/SMEs_handbook.pdf） より引用

岐阜県地球温暖化防止活動推進センター

環境への意識の高い企業を中心に、
サプライヤーに対して排出量の削減を
求める傾向が強まりつつあります。
脱炭素経営の実践は、こういった企業に
対する訴求力の向上につながることから、
今後ますます自社商品の競争力確保・強化に
つながっていくものと考えられます。

脱炭素経営に向けて、エネルギーを多く
消費する非効率的なプロセスや設備の
更新を進めていく必要があり、
それに伴う光熱費・
燃料費の低減が
メリットとなります。

経営者が、気候変動と言う社会課題の解決に
対して取り組む姿勢を示すことによって、
社員の共感や信頼を獲得し、
社員のモチベーションの
向上に繋がります。

省エネに取り組み、大幅な温室効果ガス
排出量の削減を達成した企業や
再エネ導入を先駆的に進めた企業は、
メディアへの掲載や国・自治体から
表彰対象となることを通じて自社の
知名度・認知度の向上に成功しています。

脱炭素経営に向けた取り組みは、気候変動
問題への関心の高い人材から共感・評価
され、「この会社で働きたい」と意欲を
持った人材を集める効果が期待されます。

金融機関から脱炭素化に向けた圧力が
高まりつつある中、融資先の選定基準に
地球温暖化への取り組み状況を加味し、
脱炭素経営を進める企業への融資条件を
優遇する取り組みも行われています。



「二酸化炭素排出抑制対策事業（環境省補助事業）」により作成

省エネ活動の進め方

活動方針

計画

(Plan)

実施

(Do)

点検

(Check)

見直し

(Action)

社長のやる気、活動のメリットを
社員全員で共有することが大切です。

リーダーや担当を具体的に決める
ことで実効性が増します。
エネルギー使用状況を確認し、
コストと効果のバランスを考えて、
できる取り組みから始めましょう。
取り組みごとに目標を立てることで、
全体の目標に繋がります。

誰が、何を、いつ、どのように、などを
明確にし、成果を掲示するなどして、
社員全員が効果を実感できるように
します。

取り組みがルール通りに実施できたか
確認します。できなかったものは、
原因を追究します。

点検の結果をふまえ、
取り組みごとにルールを見直し、
新しい削減目標を立てます。

当センターがお手伝いいたします

社員教育などを実施される場合に、講師を派遣します。講師派遣

・岐阜県地球温暖化防止活動推進員から専門に応じて選任いたします。

社内教育に使える啓発グッズの貸し出しをしています。グッズの貸し出し

・貸し出しに係る送料はご負担をお願いいたします。

企業が開催するイベントに、温暖化防止の啓発に

関するブースを出展することも可能です。
イベント等へのブース出展

・ご協力の可否については、イベントの趣旨等をお伺いしたうえで
決定させていただきます。

省エネの専門家を派遣し、活動を具体的に支援します。専門家派遣

・経済産業省の補助金事業です。
支援は有料ですが、非常にお得に活用できます。

ご連絡先

詳細については、当センターにお気軽にお問い合わせください。

TEL 058-247-3105

ホームページ https://gifu-ondanka.org/
岐阜 地温

岐阜県地球温暖化防止活動推進センター


